
【総合計画の構成と役割】総合計画は、「草津市の現状と課題」「基本構想」「基本計画」で構成します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本計画 
 

計画の推進 

草津市の現状と課題 基本構想 

施策体系 

（１）「人」が輝くまちへ 
（対応する施策領域） 

人権／男女共同参画／生涯学習・スポー

ツ／学校教育／青少年／市民文化 

（２）「安心」が得られるまちへ 
（対応する施策領域） 

保健医療／子育ち・子育て／高齢期の生活

／障害のある人の生活／地域福祉／雇用

対策とセーフティーネット／生活安全 

（３）「心地よさ」が感じられるまちへ 
（対応する施策領域） 

うるおい／景観／地球環境／生活環境／

住宅・住生活／道路・交通等／ユニバー

サルデザイン／上下水道 

（４）「元気」があふれるまちへ 
（対応する施策領域） 

農業・水産業・畜産業／工業／商業・サ

ービス業／観光／コミュニティ・市民自

治／交流・発信 

２．まちづくりの基本方向 

（１） 

「人」が輝くまち

へ 

（２） 

「安心」が得られ

るまちへ 

（３） 

「心地よさ」が感

じられるまちへ 

（４） 

「元気」があふれ

るまちへ 

リーディング 

プロジェクト 

１．将来ビジョン 

（１）将来に描くまちの姿 

キャッチフレーズ（案） 

『市民が誇れるふるさと 

出会いと憧れのまち 草津』 
 

高いこころざし 

将来の草津市では、まちづくりに対する高

いこころざしによって、琵琶湖のほとりの自

然環境と人々の活動が調和し、美しさ、心地

よさ・ぬくもり、空間のゆとりと生活の豊か

さ、“ふるさと草津”への市民の愛着と誇り

が生み出されています。 

 

出会いと交流 
街道文化が息づくまちは、いつも出会いと

交流に満ちて、誰もが、互いを尊重し認めあ

い、学びあい磨きあいながら、“受け継いだ

もの”や“新たなもの”などの交わりにふれ

て知恵と心を育み、生き生きと輝いていま

す。 

憧れと親しみ 

その輝きは、人から地域、産業などへも行

き渡ってまち全体の活力となり、草津の気

風・文化などに、市内外から憧れと親しみを

集める“新しい魅力”を創り出しています。 

自負と責任 

市民・地域・大学・企業・行政等の「協働」

を軸に市民自治の仕組みが丁寧に組み立て

られており、文化・教育・経済などあらゆる

分野で滋賀県全体を先導する自負と責任を

持ちながら、周辺の自治体とともにさらなる

未来を拓こうとする、力強い地域経営が行わ

れています。 

（２）基本フレーム 

① 将来人口 
平成 32年：135,000 人 

② まちの構造 

将来の予測 

現在の草津 

３．人口の見通し 

２．地域の特性 
（１）美しく、変化に富む自然 

（２）行き交い出会う、街道文化 

（３）躍動を続ける草津 

１．位置と地勢 

 

世の中の動き 

４．時代の潮流 
① 人口構造と日本社会 

② 地方分権と市民自治 

③ 地域経済と都市間連携 

④ 地球環境と暮らし 

⑤ 情報技術とコミュニケーション 

⑥ 多文化共生と地域文化 

⑦ 安全・安心と地域社会 

 
５．国・県の動向 

６．主要な課題 
① “出会い”に市民文化の高まりを 

② 人が学び育つ仕組みを 

③ 環境と調和したまちを 

④ 子育ち・子育ての応援と熟年世代の社会参

加を 

⑤ “歩いて暮らせる”まちを 

⑥ 充実した都市機能のいっそうの活用を 

⑦ 地域課題に対応できるコミュニティを 

⑧ 市民自治の“新しい段階”への準備を 

⑨ 地域経営への転換を 

「施策の大綱」で、行

政分野を柱だてたも

の。柱だてを切り口と

したビジョンに向か

う施策のあり方を示

す。 

将来ビジョンを受け、構想期間において本

市まちづくりを先導するプロジェクト。係

る分野の施策をすべて関連づけて推進し、

同時に、施策間の相乗効果も期待する。 

リーディングプロジェクトは将来ビジョン

を受けて、行政分野の別によらず、横断的

あるいは重点的な内容となる。 

将来ビジョンは、主要な課題を受

け、課題の個別解決を超えた理想的

な将来のまちの姿を描く。 

現状課題のすべてを踏まえ

た基本構想である。 

（行財政マネジメントに関する施策） 

 
市民から信頼される市政運営／地域経営

資源の有効活用 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
１ 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
２ 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
…
… 

「まちづくりの基本方向」の

柱だては、施策体系の柱と一

致する。 

３．行政の姿勢 

（１） 

地域経営への転

換 

（２） 

市民自治基盤の

強化 

行政分野の柱だてと

同じレベルで、地域経

営と市民自治基盤な

どについての基本的

な考え方を示すもの。 

平成２１年４月２７日（月） 

第６回草津市総合計画審議会資料（補足資料２－１） 

 



 

■新施策体系の考え方について 

 

１．施策の基本方向 

○ 基本構想の「まちづくりの基本方向」の 4 つの柱と一致します。 

 

２．施策分野 

○ 行政分野の括りであり、基本構想の「まちづくりの基本方向」の下位の内容と一致しま

す。 

 

３，施策領域 

○ 施策の中括りであり、施策評価を行うレベルとして設定します。 

○ そのため、施策によって到達する「ゴール」のイメージを設定し、「成果指標」ととも

に示します（ご担当課を中心に仮に設定し、市民会議を通じて市民と共有を想定） 

○ 50 項目を想定しています。 

 

４．施策 

○ いわゆる施策です。各施策領域における事業を、事業の目指すところを基準に質的に分

類し整理して示します。 

○ 各領域で 3〜5 施策を目安としており、1 領域 1 施策とならないよう設定しています。 

○ 2010 ビジョンでは、「行動の方向性を示す」本来の施策レベルと、「具体的な行動その

ものに近い」事業レベルが混在していた側面があります。 

例） 

 2010ビジョン 新体系 

基本計画に 

掲載する 

レベル 

２．安全で快適な環境都市づくり 

２－２基盤整備 

（２）交通体系 

④ 環境にやさしい交通体系づ

くり 

・ 車道、歩道への透水性舗装の

導入 

３「心地よさ」が感じられるまちへ 

■都市基盤 

■安全・快適な道路環境づくり 

② 安全で快適な道路空間の整

備 

事務事業として

管理するレベル 

 
・ 車道、歩道への透水性舗装等の導入 

 

平成２１年４月２７日（月） 

第６回草津市総合計画審議会（補足資料２－２） 

 



都市ビジョン

施策の
基本方向

　
施
策
分
野

①
消
費
者
・
消
費
者
団
体
の
育
成
・
支
援

②
消
費
者
保
護
対
策
の
充
実

①
河
川
・
排
水
路
の
整
備

②
公
共
下
水
道
雨
水
幹
線
の
整
備

③
セ
ー

フ
テ
ィ

ネ
ッ

ト
の
充
実

②
就
労
支
援
体
制
の
充
実

①
地
域
防
犯
・
地
域
防
災
体
制
の
強
化

②
「

防
災
都
市
づ
く
り
」

の
推
進

③
消
防
・
救
急
体
制
の
強
化

④
交
通
安
全
対
策
の
強
化

②
ふ
れ
あ
い
・
交
流
の
機
会
の
拡
充

①
福
祉
教
育
の
充
実

②
地
域
福
祉
の
担
い
手
の
確
保
と
ネ
ッ

ト
ワ
ー

ク

③
保
健
・
医
療
・
福
祉
の
連
携
強
化

④
災
害
時
等
の
要
援
護
者
対
策
の
強
化

⑤
福
祉
サ
ー

ビ
ス
等
の
利
用
支
援
の
充
実

①
障
害
福
祉
サ
ー

ビ
ス
等
の
体
系
強
化

②
疾
患
の
予
防
と
早
期
発
見
・
早
期
対
応

①
障
害
と
障
害
の
あ
る
人
に
つ
い
て
の
知
識
普
及
と
意
識
啓
発

③
社
会
参
加
と
自
己
実
現
の
ニ
ー

ズ
へ
の
対
応

②
余
暇
活
動
等
に
親
し
め
る
地
域
づ
く
り

①
障
害
と
障
害
の
あ
る
人
に
つ
い
て
の
知
識
普
及
と
意
識
啓
発

②
高
齢
期
の
生
き
が
い
対
策
の
充
実

③
介
護
予
防
対
策
の
充
実

①
介
護
保
険
サ
ー

ビ
ス
の
充
実
と
適
切
な
利
用
の
促
進

②
高
齢
福
祉
サ
ー

ビ
ス
の
充
実
と
適
切
な
利
用
の
促
進

①
介
護
保
険
制
度
の
適
切
な
運
用

②
介
護
保
険
制
度
等
の
理
解
促
進
と
利
用
支
援

④
放
課
後
児
童
対
策
の
充
実

⑤
個
に
応
じ
た
発
達
支
援
の
充
実

①
子
育
ち
・
子
育
て
支
援
ネ
ッ

ト
ワ
ー

ク
の
充
実

②
子
ど
も
が
伸
び
伸
び
で
き
る
安
全
な
遊
び
場
づ
く
り

③
ひ
と
り
親
家
庭
等
へ
の
支
援
の
充
実

①
熟
年
世
代
か
ら
の
「

老
後
の
準
備
」

の
普
及
啓
発

②
救
急
医
療
体
制
の
強
化

①
周
産
期
医
療
・
小
児
医
療
の
充
実

②
母
子
保
健
サ
ー

ビ
ス
の
充
実

①
在
宅
保
育
支
援
の
充
実

②
保
育
の
充
実

③
就
学
前
教
育
の
充
実

①
国
民
健
康
保
険
制
度
の
運
用

②
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
運
用

③
福
祉
医
療
費
の
助
成

①
健
康
づ
く
り
運
動
の
展
開

②
健
康
支
援
サ
ー

ビ
ス
の
充
実

①
医
療
・
看
護
体
制
の
充
実

①
青
尐
年
教
育
の
充
実

②
青
尐
年
活
動
の
活
性
化
と
社
会
参
加
の
促
進

③
青
尐
年
の
健
全
育
成
に
向
け
た
活
動
へ
の
支
援

①
シ
ビ
ッ

ク
・
プ
ラ
イ
ド
の
醸
成

②
文
化
・
芸
術
の
振
興

③
多
文
化
交
流
の
促
進

②
障
害
の
あ
る
子
ど
も
へ
の
教
育
の
充
実

③
子
ど
も
と
家
庭
へ
の
相
談
対
応
の
充
実

④
教
育
施
設
・
設
備
の
充
実
と
適
切
な
維
持
管
理
・
更
新

⑤
教
育
研
究
所
の
機
能
強
化

①
大
学
な
ど
と
の
共
同
研
究
の
充
実

②
大
学
と
地
域
の
連
携
の
充
実

①
生
涯
ス
ポ
ー

ツ
の
普
及
と
振
興

②
ス
ポ
ー

ツ
に
親
し
む
場
と
機
会
の
充
実

①
教
育
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
の
充
実

①
人
権
擁
護
対
策
の
充
実

②
人
権
相
談
の
体
制
の
充
実

①
男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て
の
知
識
普
及
と
意
識
啓
発

②
ワ
ー

ク
・
ラ
イ
フ
・
イ
ン
テ
グ
レ
ー

シ
ョ

ン
の
促
進

①
地
域
協
働
合
校
の
展
開

②
生
涯
学
習
拠
点
の
整
備
と
ネ
ッ

ト
ワ
ー

ク

 
 

施
策

(

案

)

①
人
権
と
平
和
を
尊
重
す
る
施
策
の
推
進

②
人
権
文
化
を
高
め
る
市
民
活
動
の
支
援
・
促
進

①
人
権
に
つ
い
て
の
知
識
普
及
と
意
識
啓
発

②
人
権
に
つ
い
て
の
学
習
機
会
の
拡
充
と
内
容
の
充
実

③
人
権
教
育
の
推
進

③
活
動
支
援
拠
点
の
充
実
と
ネ
ッ

ト
ワ
ー

ク

①
生
涯
学
習
内
容
の
充
実

②
生
涯
学
習
の
成
果
を
生
か
し
た
地
域
づ
く
り

　
大
学
な
ど
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
の
展
開

　
青
尐
年
の
健
全
育
成

　
市
民
文
化
の
醸
成

　
医
療
保
険
制
度
等
の
適
正
運
用

　
市
民
の
健
康
づ
く
り

　
地
域
医
療
体
制
の
充
実

　
母
子
保
健
等
の
充
実

　
人
権

　
男
女
共
同
参
画

　
生
涯
学
習
・
ス
ポ
ー

ツ

　
学
校
教
育

　
青
尐
年

　
市
民
文
化

　
生
活
安
全

　
保
健
医
療

　
子
育
ち
・
子
育
て

　
高
齢
期
の
生
活

　
障
害
の
あ
る
人
の
生
活

　
地
域
福
祉

　
雇
用
対
策
と
セ
ー

フ
テ
ィ

ネ
ッ

ト

（案）　市民が誇れるふるさと　出会いと憧れのまち　草津

「人」が輝くまちへ 「安心」が得られるまちへ

　
　
　
　
　
検
討
中
項
目

　
施
策
領
域

(

案

)

　
人
権
文
化
の
醸
成

　
人
権
の
擁
護

　
人
権
教
育
の
推
進

　
男
女
共
同
参
画
社
会
の
構
築

　
生
涯
学
習
体
系
の
充
実

　
生
涯
学
習
の
振
興

　
生
涯
ス
ポ
ー

ツ
の
振
興

　
義
務
教
育
の
充
実

　
就
学
前
教
育
・
保
育
の
充
実

　
地
域
ぐ
る
み
の
子
育
ち
・
子
育
て
支
援

　
「

生
涯
現
役
」

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
展
開

　
高
齢
期
の
生
活
支
援

　
介
護
保
険
制
度
等
の
適
切
な
運
用

　
障
害
の
あ
る
人
の
生
活
支
援

　
障
害
の
あ
る
人
の
社
会
参
加
の
促
進

　
障
害
と
障
害
の
あ
る
人
へ
の
理
解
の
促
進

　
「

福
祉
力
」

の
あ
る
地
域
づ
く
り

　
市
民
生
活
の
安
定
確
保

　
ま
ち
の
安
全
性
の
向
上

　
消
費
生
活
の
安
心
の
確
保

　
治
水
対
策



都市ビジョン

施策の
基本方向

　
施
策
分
野

　
施
策
領
域

(

案

)

④
旧
草
津
川
廃
川
敷
地
の
活
用

①
自
然
的
・
歴
史
的
景
観
の
保
全
と
活
用

②
都
市
景
観
の
形
成

①
地
球
環
境
問
題
対
策
の
世
界
拠
点
と
し
て
の
役
割
の
発
揮

②
地
球
環
境
問
題
を
踏
ま
え
た
地
域
社
会
づ
く
り
の
推
進

③
環
境
学
習
の
充
実

⑤
良
好
な
住
環
境
づ
く
り
の
促
進

①
豊
か
な
住
生
活
の
推
進

　
住
宅
・
住
生
活

　
生
活
環
境

　
地
球
環
境

②
環
境
汚
染
・
公
害
へ
の
適
切
な
対
策

①
墓
地
の
適
正
管
理

②
火
葬
場
の
適
正
管
理

②
「

ま
ち
な
か
」

整
備
の
推
進

③
市
街
地
の
整
備
と
土
地
利
用
の
適
切
な
誘
導

④
良
質
な
住
宅
の
供
給
・
流
通
の
促
進

①
省
資
源
・
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進

②
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

と
新
エ
ネ
ル
ギ
ー

利
用
の
推
進

①
ご
み
の
適
正
処
理

②
し
尿
の
適
正
処
理

③
環
境
美
化
の
推
進

①
環
境
汚
染
等
の
防
止

③
広
域
連
携
の
強
化

②
行
財
シ
ス
テ
ム
改
革
の
推
進

③
政
策
形
成
能
力
の
強
化

④
議
会
活
動
へ
の
支
援

⑤
執
務
環
境
の
整
備

①
業
務
の
迅
速
化
・
効
率
化

②
財
政
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
力
の
強
化

③
情
報
管
理
の
強
化

①
国
際
交
流
活
動
の
促
進

②
幅
広
い
市
民
交
流
の
促
進

③
多
文
化
交
流
の
促
進

③
近
隣
自
治
体
と
の
連
携
の
強
化

①
行
政
の
透
明
性
の
向
上
と
公
正
の
確
保

①
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ

活
動
の
活
性
化

②
各
種
市
民
活
動
の
活
性
化

③
活
動
支
援
拠
点
の
充
実
と
ネ
ッ

ト
ワ
ー

ク

④
パ
ー

ト
ナ
ー

シ
ッ

プ
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

①
ま
ち
づ
く
り
情
報
基
盤
の
整
備

②
市
役
所
情
報
化
の
推
進

①
「

ま
ち
な
か
」

商
業
の
活
性
化

②
小
地
域
ご
と
の
商
業
基
盤
の
確
保

③
地
産
地
消
の
推
進

①
観
光
資
源
の
開
発
と
ネ
ッ

ト
ワ
ー

ク

②
観
光
関
連
産
業
の
振
興

③
ブ
ラ
ン
ド
化
の
支
援

①
水
産
業
・
畜
産
業
経
営
の
安
定
化

②
漁
場
環
境
の
保
全
と
漁
業
資
源
の
確
保

①
新
産
業
の
創
出
と
既
存
企
業
の
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ

ン
支
援

②
研
究
開
発
企
業
・
機
能
の
誘
致
と
集
積
の
促
進

③
「

草
津
ブ
ラ
ン
ド
」

の
セ
ー

ル
ス
・
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ

ン
の
展
開

①
伝
統
技
術
の
保
全
と
継
承

①
給
配
水
管
の
維
持
管
理

②
水
質
管
理
の
強
化

①
ト
イ
レ
の
水
洗
化
の
促
進

②
汚
水
処
理
施
設
の
整
備
と
維
持
管
理

①
農
業
経
営
の
安
定
化

②
営
農
基
盤
の
保
全
と
整
備

②
安
全
で
快
適
な
道
路
空
間
の
整
備

①
公
共
交
通
機
関
の
利
便
性
の
向
上

②
市
内
循
環
移
動
の
充
実

③
新
交
通
シ
ス
テ
ム
の
導
入
検
討

①
ま
ち
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
の
促
進

②
情
報
・
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー

シ
ョ

ン
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
の
促
進

①
広
域
主
要
幹
線
道
路
等
の
整
備
促
進

②
幹
線
道
路
の
整
備

③
生
活
道
路
の
整
備

④
歩
道
・
自
転
車
道
等
の
整
備

①
道
路
空
間
の
管
理

②
自
然
環
境
保
全
活
動
へ
の
支
援

①
文
化
財
の
保
全
と
継
承

②
歴
史
資
産
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り

①
公
園
・
緑
地
の
整
備

②
ま
ち
な
み
緑
化
の
推
進

③
水
辺
空
間
の
保
全
と
活
用

　
　
施
策

(

案

)

①
山
・
里
・
ま
ち
・
琵
琶
湖
の
生
態
系
ネ
ッ

ト
ワ
ー

ク
の
保
全

　
工
業
の
振
興

　
地
場
産
業
の
振
興

　
商
業
・
サ
ー

ビ
ス
業
の
振
興

　
観
光
の
振
興

　
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ

と
自
治
の
強
化

　
情
報
技
術
の
有
効
活
用

　
農
業
の
振
興

　
水
産
業
・
畜
産
業
の
振
興

　
生
物
多
様
性
の
保
全

　
歴
史
資
産
の
保
全
と
活
用

　
や
す
ら
ぎ
・
憩
い
の
環
境
づ
く
り

　
良
好
な
景
観
の
保
全
と
創
出

　
地
球
環
境
問
題
対
策
へ
の
寄
与

　
資
源
・
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
有
効
利
用

　
多
様
な
交
流
活
動
の
展
開

　
市
民
か
ら
信
頼
さ
れ
る
市
政
運
営

　
地
域
経
営
資
源
の
有
効
活
用

　
観
光

　
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ

・
市
民
自
治

　
情
報
・
交
流

　
景
観

　
う
る
お
い

　
行
財
政
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

　
道
路
・
交
通

 
バ
リ
ア
フ
リ
ー

　
上
下
水
道

　
農
業
・
水
産
業

　
工
業

　
商
業
・
サ
ー

ビ
ス
業

（案）　市民が誇れるふるさと　出会いと憧れのまち　草津

「心地よさ」が感じられるまちへ 「元気」があふれるまちへ 計画の推進

　
　
　
　
　
検
討
中
項
目

　
住
ま
い
と
暮
ら
し
の
魅
力
の
向
上

　
道
路
体
系
の
充
実

　
安
全
・
快
適
な
道
路
環
境
づ
く
り

　
公
共
交
通
体
系
の
充
実

　
バ
リ
ア
の
な
い
ま
ち
づ
く
り

　
お
い
し
い
水
の
安
定
供
給

　
汚
水
の
適
正
処
理

　
廃
棄
物
の
適
正
処
理

　
環
境
汚
染
・
公
害
へ
の
適
切
な
対
策

　
墓
地
・
火
葬
場
の
適
正
管
理

（案）



基本構想 基本計画

1 平成21年4月27日

基本構想（素案）について
１．将来ビジョン
２．まちづくりの基本方向
３．行政の姿勢

－ －

2 平成21年6月上旬

基本構想（案）について
１．将来ビジョン
２．まちづくりの基本方向
３．行政の姿勢

－ －

6月～9月
・市民会議の開催
・総合計画策定懇話
会の開催

7月中
基本構想（案）
パブリックコメントの実施

（予定）７月5日
シンポジウム

3 平成21年8月中旬
パブリックコメントの意見集約
基本構想の答申

リーディングプロジェクト（案）
基本計画の施策内容

　

4 平成21年10月上旬

基本計画の検討
「人」が輝くまち
「安心」が得られるまち
「心地よさ」が感じられるまち
「元気」があふれるまち

国土利用計画
・第1章　土地の利用に関する基本構想（素案）
・第2章　土地利用目的に応じた区分ごとの規模の
目標及び地域別の概要（素案）
・第3章　第2章に掲げる事項を達成するために必要
な措置の概要（素案）

5 平成21年12月上旬

基本計画の検討
「人」が輝くまち
「安心」が得られるまち
「心地よさ」が感じられるまち
「元気」があふれるまち

国土利用計画（案）取りまとめ

12月中旬から1月中旬
国土利用計画
パブリックコメントの実施

6
平成21年12月下旬
（予備）

基本計画の検討
「人」が輝くまち
「安心」が得られるまち
「心地よさ」が感じられるまち
「元気」があふれるまち

7 平成22年1月下旬 基本計画の取りまとめ
パブリックコメントの意見集約
国土利用計画取りまとめ

2月下旬
プレイボールフォー
ラム
3月議会
国土利用計画議決

主な審議内容（案）

回数 年月日 備考

平成２１年度　総合計画審議会の今後の予定（案）

国土利用計画に関する内容
総合計画に関する内容

平成２１年４月２７日（月）

第６回草津市総合計画審議会（当日資料）
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